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燦本窯男訳

　地球化学一一一一地球を構成する原一飼）歴史に関する科学で，麟然科学の新しい嚢褻な領域一…一

は，薫三月社会主義革命の勝利以後にソ漣、郊に創造惑れ，輪年瀧の方深圏られ，鷹島醸的かつ嫁密1

的に発展してきた二勲

　・ブ瓢ルナ…診γキー｛巧叉本格・的な毒溝1議が戸勘、スクワ檎摩筆の鎌1物蕩縁塗気室において，ソ遜鐸邦におけ孫

最初の地球化学に関する講議として，研究者ヂ）広いサークルを集めて始められた。

　欝雛年に，ヴ；細レナーツキーはド地球化学の話」・r生物圏1熱少L遅れぐ「自然水の歴

、史η1を著わした、以後多年にわたつて地球・龍翠藩方文射能地質繋樽生1物／礁球化学の発雇憂に決定的

な肇勤きをし、た．この方1向での発艇・遷饗は，／潟漢半世紀の間，ヴ瓢ノレナーツキーが直接に研究に

参加することによつて保譲三されてきた．諸科学機関，例えばラヂウム研究所・惑1物地化学腿ボ

ラトリー（賑瓜ルナーツキー名麟も地球化学研ヲ所の募1醒1に）・1趨邦科学アカデ業一地質科楽研鷺

所の地球化学部・遠邦地質研究所の地球化学課・連邦応用鉱物研1莞所とか一耀化学・無機化学

等の一・遠の飽の研究所が鍵立されて，それンの各研究所で鰻，〆．鉾．．／二の課題を解決するため1為

科学概念螢科学法則を応用・発膿させる方il毒瓢概究が進められている。

　地球化学概念の特殊な成果かρフェルスマンはヴ副レナーツ織一の研究を発騒させている。

匹渉スマンの仕季は，さらに複雑な樹建，す嶋ち地球化学的な諸過程に関する鑓琵く轍

ペグマタでト過程に対する研究と一薄化へ8）導諾、に凄つた，，彼の著作ドペグマタイト藩は！　叢

的な研蒲であ撃，開発された新Lい質の研死で凄腿　難身金属係麟の欝～無部に関する無二撚の研

寵で藩鵜．1彼はシチユノレバー雛フとともに，ウラル・シベ撃響および申央アジアの二磨！スク半

島の地域的な地球化学上の研甕に没頭した、、これ＞の伝統的な方向1こ立脚した地塵黛的な地球化

学的な研究は，憾般的に引継がれてソ連邦の諸地方について行なオれ，夕くの研究霧がこれら

の問題に系統的紅取組ムノだ。これら縦諸研究は～孝こ用㎜ヒの大きな成渠をもた1三）L　稀少金属欝料

や他の有用1物の大緩腔莫な鉱1麗を新Uく解明するに一至〆た。

　フ黒ルスマンは，臣どンス姓二雛ボゼールスクのツンド列，瞬シアの地球化’塗・」などを

勲いている．そして最後に，蕪33年一欝鐙年に，彼の第嵯俸であ樽　ヂ地影求化f挙藩　驚誉を　野わし

ている。

　レヴ．インソンー／湧※ンク瞬嚢2ζ咋に旨堪！グラード皿睡｝大1嫡化学総こ地球化学細二1駿

緯織ば騰講壽嫁驚）ま滋球／瞠9鰍な発麹）成魁二し℃聴邦瞬数球化挙麹琉め

の教育機関ができたわけであ馨，，

　最初の段階では，多くの研寵が爽噺約な地質学、1烹の閥題の解明に向けられ為そして繋豊論的な

問題が提起されてきたために，結矯は実験的な地球化学上の研究シスヲム1こ成長Lて，それ1馬

強い関心が集められノと鵬引続き地球化学櫛薄1二究は，宇宙化馳・冶壼鷺学・生物学そ鐙他（判）多くの

境界領域と密接に関連した一一連の方向を霧　＞かにした。ここで，ザヴア概ソッキーの火／夏詐用

と麟石の化学・鉱物学．孟二の仕事があげられよう、，やがて，綱々の化摩幕素を地球化学的瓢解明

寸・るために後†珪に引ーカ＆酵Lる蝕1野が乗台めら津tプ穏．
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　も鴨ζ）晒から，階ノグ響ツとか論文の形で，水銀の地球化学的な籍iづ顎，擁、散灘素としての類

硬漁ボ鑓姻論、“鎌・N軽・丁護・ZD賛ま・帯二1元霊・欝t・A翫P　ア勘カリ希土類やその他、め地球

化緊的な硫響が始めご臨れ、た1（サウニ：ゴー7，ゲヲシ擶フスキー一，プ廓欝ペン慧とボ為・・ヴイー一ク，・ジ

ジ焼・ミン、｝ヴこラー一ソフ，ベーウー、》i・ウ炉、／．ノツラヴノギンシユチ瓢インノ翁ヅヴヤー一ギン

奨ノ，ス卸詞ルケぎ右、ヂ等）、，；　　1鯖懸践とくに三、朗鱒期雛轡難〆丁薮竃）は，岩漿灘

化機灘勝げ麟薮感な擶蓉，麟としズ牽脚さ融煮麟た＠ヅチポフードヴオルよ需ブフ讐蓼）．科

学水準の暮．華、1づこよつて，可燃雛核物　籍しP「て利用する問題と深く関連してUと牒灘の地球化牽

爵衝炉繍1究が進謹1オPむ，各種の岩石中／こ’含有され誌）ウランに関する、多くのヂータが得）れて，そ

の賦壱1歳態，ペグ㌣タ・fト・il粒／い深成の各過程における三慮即療劔1が1菱1らかにさ蕊た（シ

、宛ぬ．膨匙導ツ鮮．鳶努㌶ツシチヱ、ルゼーナシ・鯵ンソン．．メノレツ穿》閃、捧ズウゼン馨）、．

　イ穏　兀叢説）拡散によつて舞積L談諸物蓉匹蓄は，かつてフユノレ猟撃ンーとザスラフスキーによつて

縄三穀の平均糸齢或、とL．て発匪慧れ》　厨、ごの後，ヴ㌧ギノヅラードフは地響を構成する1基本的な楚ド響

に／）、ぜ・て，ま、／、一一／麟湖採大洋に♂：）い｝ぐの単均，嚢成擁を求めた、、

　地球化”彗二の好例担』ぐ，化3罵素の拡が1）の問題は宇欝化学と5潜接に関趨をもつてきた

こ鈴率宙化’1雛癒研究．、歎，梼仔瓢わレギくア職ll肱〆）れてとくに増レぐ　、物理学婿1繭乾に属

す叡ヒ｛’麟、め瓠鹸に閣す類、題を離れて，地球無緯．墨二の研獅噌，よ，三！ 氏し℃2つく麟lt諏

覇臓：嫡嬬纏Lノた，摺磁貿罷，，擢の鰺瀧そのもヂ），およ瞬鰯雌．繊峨定と

関さ、＿、て盤成麟、件を決めるための，岩1・費と鉱繹中の隔泣二元素の敢扱い，利用とである，，

　　絶対地質脅》瑠髪定は，初）には，融閉姶Uドri｝羅）／）の、端試，鍛癬，典蹴d∫法

に1冨いて行なわれた（わ一トケマ龍督，㍗一◎・）、それからAIK法と茎蜘、極法が研究

されゾ、雛紛結ノ靴し、戸ては，ソ1欝1健堪1二／内に分擁∫する多数）影ンいて萌らかに脳ξ比螢

と継』㎜，カレゆ7に麟ラ欝、癒脚ダ璃代は2×顯1手、、、舞，1，甑グ鱒解ナ楯状，脇鱗欝宿訟5×10裂｝

嚢郡試薙了と、ハら　ことめ慧遡ら力藤こさ、治、た　（ジ　ギノレ認甥，　濃メ＼レ／フとスタ　リー一クと　1岡儲藩鷺擢富　　頻プ等ず

ノグラー即、撫ヅル聴、ル3y撫ゴ解ンキー一一・　；ラビ・厨鋸チ）、、引続いて惚一カサ、ス》カザ

フ矧ン，ll織、岸の譲、岩醸こ対L、・てゴ鵬われ，夢ている，，鉛の剛竺　寵霜購港抄ラン鉱の

いろいろな1織代の’もφの年代ぎ禅価をトヴガ1、／ノソが提起して馬・る、，《二響によ恐年代）決慧謹諺尊

懇麟読、、安定し．た剛痂藤，す編寸ぴ、／0・慕，望、整，H，燈，伊，’℃玉3や，縞酵麟嚇覇

　　　　、紬戎，§灘，ヴ不活性蹴ン犠、、し欝研汰，地球化教献謎乎滋躍，鉱物や渥繕甥駆ゆ研参竃

　の中に詮懸銀こ二新し馬・1要灘葦を蓬．ヂ鍵　蒸入ズできた、、，鉛の1覇位う奮牽慰、二、顔つて決定されノこ地難　　1二～代，鉛

訟硫黄麟竃藤毒．纏菱摺弱義研究㌶、，／＝つて提起、．嚇れ慧蘇ヂの形成過認1謙、鑓皿デ駒擦　幽畢藷

絶，．、、と紛で1　汽響についてil齢詮r器　に関運した相遷茎、華、1が強調されてきブー⇔

　　ま濫，一一一違の鷲の購に〆いてその嶺気僕の決定熱斤ない，不？ぎ覇症ガツ、釜の鑓位1鷹素法その・池

によ鞭、・樹，～獄購。鐸彊）時代が、，稀終淑、．ま繊療に閣す嶺t騰難、鵠獅儲醐鋤’提起され

1コ、r．ムグテ募・ドツと共醐夢ll究者．ト峯ヱツ／㌧ぢ，ザ摂コジユ勤≒升ご…冨ス）ドンツか一

ヴア、ぎ罫）、、

　　　舗麹）分化連続系糸図　　1、、《鼠ーた　黒、ルスヴン瓢地球・化’1’：的な懸 　　薩勘，謝『l！題グ）概甕

のための墓礎’㎞岬擁獄．，た，とく緯嚢のぺ：ゲ・搾♂ト掬に謙モ｝す・、ふ」．業献は大きい（嚇叡・’びラ

ーソの、、酬磨鯉愚附矯1畿、淑謹浮饗ム（紬」禦特性＞麟蝿！一・イ1一、妻螺意研究が如｛！

　ナー群フと被の訴鱗蒜研ζ発1’降に，よ鷲　始めレ．〉れた、，とく紅そグ〉仕事・乃多くは塩の噂衡に僕」夢へるシ

、即勢♂し、に向ナ錘むた。、購三，蝿球化熱、組購裁鵬紅対す≧、）熱．．ノ、繕的な研究はi！漁的な／鞭／を発

　展させ慌もので密るぐ瓢二芝ラ瓢ツ）。二難レジンスキー一は，　！鷲性、＞遜礫における化’”驚素の縫

　綴三に関ず・誠載を導ざl／ 旨た。鞍は対象とした過程跨甲で弄愛1今の一一葦講がきわめて不播発であp

　け離、ども，繊グ成牙はきわめ｝ぐ1、暮い1縮§三をもつている、こと，　とくl　l，部の撒雛灘｛飛雄t沁な過

．穫で麦麹戎張一支配しているシステムに　／i究をすすめた．

　　熱水搬憂は，そめ後，とくに錘、翠配沖の鉛麟／位元棄の組成酒、響獄〆て，．臨球化学犀麹P）注鑓を

を拳2一（2紬



’
、

ノ薫蒸難慧こ津雛！すぞ）践暴灘ミギ鞍韓窺

集めている．これhぴ）諸過程婿藤：究の棊／蠣慧，鍵．ζ化灘編みられる天然¢）共薫1麟、矯、と継びつ

く鮮幾鮒＄一〇窯シ懲テ．ムにお1ずる纏勿繋護イヒ辱1黛∫な薫1凝籔の妻ヒ髪鮫1爽爵難こある、，カゲスザーン猟キー1象i

の仕事として，この領域における理論的な灘／締のために，地球／瞬）叡騒麟憂格子黒ネルギ

の嶺驚を関連させた、、キダー一案罵フ，『・ウイ翼でヤ1・瓜ニニ三rノ，オ．スト驚アスキー，オ彫／シヤンス

キー等は，物質の性状に業1・する灘験鰐な灘鐵，雛瞭！ぐ，高灘、賢講．下での多麟、1系（Sl犠，馬○，硫

化物と轍1塩等）を系統的に研究夏，〆た、そして，彼ら1蔓鶏、攣形成過程に関す芦記，慧を深く掘下

1デて蒙了な〆）た。甥唖な濤、ち，1岩石と舞深、での関｛系に鷲）いてグ珪也｝羅、晦お、、ぜ》、．の羅擁　ぎ｝　異誰妻．瞬し

て発表uた、、

　以、．il二に述べて麹事くび）研究が緒，劉麟変的なデ…㌣を伴なわ癒かつたh，濾要なものとはな

らなかつ触礁複雑な珪酸塩の構造の研究がベーザアによ稽1）て酬、れ，硫化物やその鷹か○今膨警

の研究はボキエツに、よつて研1、稽された，、

　イヒ．遜元熱・粉布ぴ）規耕ll三に関する研究，とくに古代戯継曝《購物齢出概、岩申の，あ年蘇《は風

化過程での化学元素ぎ）．．経積に対ず灘概究は広範1㌶学なわれてい護そい、職灘養．，の組成には，

時・に，規則的な変化を生じていぞことが発晃された、この、プぎ向についてはヤ装トラ…ホフ、彼の

三縣 醐院者がp勧鴇麟蘇　，セ豪．嗣覇（1講／峨鷺・、と斑が向斜に関し遅表／鱒部におけぞ膨趣）地化

’1的ノ鎖衡に関嘩幅尉羅題は，就ずムグT一ドフとτr』ま△”一〉研究に反映さ〆！緩、，塾如癩　よ，

湊　　三瓢床の酸暫ll鞍）地球化’糞1き．露麟慧輝・1懸鷺1饗げるスミル．ノフの研究彰橿！・ヴア

の研究）におけ廟1々の化学元素の蕪儀聯轟　に〆鱈懲諸し，シチ；：融ヒ㌧π竃よ襯懇いる

いろな金／、．鄭天然の匪、鍾関係は賦蓋1と灘／、／繊yポテンシヤ、｝レに支難憲れていぞ　壌、！，謝の

F継臨轄AbP磯蓑ぼの成繕と探i＝1．の叢綱題に対甲摩嚇搭）地球化学的霞ζ鋼．｝扱いは，アノレハン

ゲ》スキー，♂くザ・羅二一・甲ツチン／，　メ脚ザ灘フ爆妻㌶こ．，虹預 ブぐ話学な才）藩‘もノこ、、とく紅1，キfン，ズ’“ノレ摩と纏ξゲ）

共1，翻隊解に、歎つて行なわれノこ風化／糊を爾〉た地穀に対する1纏球化学的芸轄、よび籔糊嚇ノ嫌

統的塊麟究は，引続き鵜糠、てい♪プ鋼、ノフヂ）／醗も同様｝ヤズ，わ噛で進め》れΨぐいるし，’戴

　ノヒ㎜1薩瞬　　）肇ヤ」ノ　　§の露1磁灘｝婿ヒ…1杓獄ヴ　で．ノ1ゲラードフの霧嘗41覧1董，こ」）牽蒙1こ？鷺鷲デぐま鶴めら露もてレ・恐“

とくに冤ボ繍らの，鉱床¢麟究が凌～）られ，フ脚一ピ慕こよつて深め翻添，癒

　　莱然蘇叫げる報文をべ紗ソフ粥戯し、飯．轍驚なつて，こ噸題窃赫わめマ1調

！航麟．織オ得鱗疲，（職齢整に対す麟舞鱗疏瀬礎なるガ』戦図雄砿傭して）．・を燐後9至．物

地球化学的乳卿讐究が一、i．．撚』⑫つの方睡諺籔展Lた，，す癒）翫桑．三物地球化1的な1獅・額鷺贈

の研．覆生物地球化脚1臆難繊驚のつとヂ、ご鉱床／響藤貧続〉静酵、簸／曜ズ鵬F魂籍

．繊串£（）弓曝魂ひM勝難翼募 ，脚）．疋允ズ冠壌、、麟椀移くの生物i麟難越ll納な脚）犠ζ灘が

記載されたぴ螺娩、球化蘭杓劇綾’矯二，喉鑑甲，騨欝でなく、鰯訟れ略期謬化された（δ覧やノグ

　ラードフ，聾轡マリ誤．一一漢ず，　誤馨ブ亨卦夢　、8ぐ・一無釜．〉莫、

　　水理化学的樋！i．ヲしは，あらゆ嶺三鎌翰三l／麹癩二究にけ廟ヒ勃ハ．分野⑭）すばらしい方法を

繍“たこ暴，二なる、，例愛．ば，賊勧麓壌成の羅｛．》認な鋳徴につい㌣アぐは亨舛ゼダ◎チゆ叢

1三1嘱し，地iの醐纏鍛然7／超）繊疑類は涛一リン恋ブわ二、畷1腔に礁レド（導きだ姦れた壽

　ま、縮，翼1墨藩舞的，　実毒餐的および饗　タト的なイ轡勢、輌韓藻きづ醍ずぐ，　簸翻嚢爵罫的なl　l1葺ヒ、とく縞誓耳舞獣辱勢を躍祭i

査するための希少ラ菰累に注鰍評た地球化学的ノゑカ，繋、、鋒騨甥幡基礎が｛4三られてきた（金／藤賄鷲

法，賑T／い瞬鞍力熱鵜、よ窃鯛能法，水懸聯劇ヒ学，ダ航“方、去，雛勿地球化善的なプン法雪紛，・

　　　し，か知，いろいろな地球化学的な研究は，そオ1’、烹1平行し．て化学的雄溝，赦射能化馳量魎訪

法，分、）磁，　寿．スベクト、ノ峨，X線スペ懇・，ノレ灘鞍）時釦勃蹴鎧つた糀，．妻鷲／院法越滞鷲

　さ羅瓢なンケ“〉六こら，　i製難紅響轟〉畷）たノご避…）　｝　　｝を薗Lらの霧蕃ヅび嶽　よ蝿碁求畳二聾撫講ハの欝髭職（特麟ミ灘を盤　li三更♂・ブ菰

　　（ヴイ「ノグラー弓サと螺糊：甕者，」疑暦プフスキー，ボミ慧ヴイケ，鰍詞釦砂チ財レ1穿ゴ

　ツ．　ヴア．ずシ羅．チ頴「イン穿　罪、ヴギ繰雛．ム．スキ・一簿　ア！lマリン鐸勧“

　　そし』ぐ，ソ連邦のll要な大学に欠々と地球化”講院暫と地ゑlt化学部が創　され，i礁糞、1旗町地球

化劉が脚撚．数！ぐ地蜘臨ボ）ための1乏初の研駕ζ献脳距茎義Lた．響醸冬、　驚対す懲蜘劇1二爆轍礁

彰1乏毒一（欝）



熊質調査辮月嚢（、麟薫．3巻第3替）

研究ノ発展は，時のた！1従つて，ソ連邦では黛馬大な地域の解明をすす雄ながら，それらが地

質的な生産毒業と密に関係し．てきた．ソ連邦の地質学者の仕事によつて，地球化学的な研舗が

将来大きく発展す・犠礎が轡控れている．

　・／l）年の時の流れの申で過去ヴ）地球・！ヒ学からすべてのその澄ll究成果がよ1）よく吸収され，正確

な用具だけでなくすべての轟、塗備が整備さ廓、ながら，現在その科学要員も確実に成長してき翫し，

また正しい科学論　　・地購童の応．用に対t、、て大き愈蓄積となる実験と結びノ、）いた化学的な過程

ダ叉翠鍵論一一一ゐ鞍羅凝業に！或孝罷してぎプご．

導22．24182三．、3！3．3（緩7）

ソビ羅トの新しい電気ボー鋳ング機鰻
（ノぐイフ鞭内最巽に慧馨（癒黛7モー一タ）

A．簸ユ粛嶽）マ

欝1錨　 ｛毅太　 難

　1努葱大な鎚澄）石潅iを・．入々は地中から汲み．1二げている窃葱潔）億トン・　一これが最近蓋（X建1鋪鑓跨撫：、界

の薫1鮒采掬総灘、艶ある、、しかしその採撫、はなかなか容らなことではない、，4．、購繍象1、ノばし、、ば深度

数穆購唖翼い地／汐．）下に眠つている、，ソビ溝トではかつて宥油は掘抜井。戸か¢採瀬されたが，

これが工業的が一リン・擁変わるまでに麟拠○が羅要し・た，深い1、1排の掘進脚購糞式さく井

撫が　餐さ離．てかダ　つと緒についたのである。，

　嚢後縷転式さく井法／．驚わ鞍畷藝解）聡瀬採蠣法で三撚馨約地位を占めているターどン洗がソ連

の1錐欝濃i譲によつて9瀞或されヅこ、、　し・か為も〆ダ…ビン擁、さぐ機にも二短、、乳治＆ある難その霧琶ブ誰〕よターヒ〆

、獄壽叢1）込まれ、欝液爵蛍の誉力や罫灘1に1，よつて屡総される、、そ淀二で学薪　く擁支師3嚢は．一ビン嚇さく

機齢長鱗をずべて持三ち・同時にその欠、多、犠のすくでが除かれたボ…リング原鋤機をつくる灘えが

1享んだ．　難童傑丸ボーリン・ググ）ll幾季欝，　そしてそ・の・こ講織はオくソ洗ダーと：㌧〆ではなく澤鞍籔跡幾である、、　とは

いえ，電、㌔翼一1．1ン．グ機を翻懸するのはf糧葺訟こさゴではなかつた、

　て警汰，　どんノな鱗“こ薦　覇テ菱彗灘i践ボーリ　ングはつく　1三浦しているカ・攣　　そ藩蘇激委薫癖響雛一タを雀、ノ、）そ

…タとシャツトの2つの1覇部分か鍵できでいる．シャフ／・はモー一タよ玄｝の懸転をビヅトに伝

え，そしノ！灘羽に所要の祷璽を与えることができ讐、、’賜動ボーリングの1嘩㏄エ、軸はそれを通）て

麓至碧流揖蕊をビツト／こラ蕊る勝

　綻縁ケー・ブノレは譜動ボー～達，／ンムヅ壕幾のそ一㍑タ瓢’慧　、を鐸ミ糸無する．、　ケーブノレ1愈催1々のユ瓢ッ　ト／こ

なつていて，それぞれボー一リング充ズーブ灘内部／鳳組付け1講している登．パイプ相互の ネジ接

＼ぴ際，・ケ・一ヅ．ノレのユ瓢ツトはスリー一ヅによつで確実に叢　1され・i聾，，　穂動ボー紹ン縁ゲイ幾とと1も

に懸く井聡冒ンパノ獄傾斜計が下降さオ蕨．鑑．編ま掘さく進行叡罷ボァホー駆ノ）傾斜方向を

監視し、，地、上のボー！、／ングエの場所にま1寺殊僑号をつたえる装置で憩る。信号は計器類で読みと

られ，さく井作業班は掘さくカ1三し◎，隻行乳〆てい・か．漸定の方向にボアホー，ル・が掘さくされ

てマ・るゐ＞をタ尋iるグy』ぴ1鄭る。

　だが，ター一篭ゴン掘さく考幾の鷺騒轍はそれらを舞1るため鑓は作業を中断し、，　ビ穿トを援デたの

ちに厄介な測定を行ねわ叡ければ触妊）なかうた．鎮斜計と 弾調雛i器との賜の麟路に1一慧動ボー

A・（二羅蕪鐸潔惣1頚敷1）学灘運蕪叢擁聾鍵（豊轍罫

蚤　c《）猟襟際盤搬繕護雛《・讐）ぐ懲ぎP貰250K撫丁蓉《踏磁慰難学1》yも鍵雰丁融x鍵墨葦錨M《〉灘凛僧董《裟，4津1）漁2繁畳≦）嚇

叡茎一…ぐ2懇3）




